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午前１０時 開議 

 

○議長（近藤八郎君） ただいまから、休会を解き、本会議を再開いたします。 

 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりです。 

 

○議長（近藤八郎君） 日程第 1 一般質問を行います。 

 このたびの一般質問は、一括質問として事前通告している質問事項と町長答弁をお手元

に配布しております。再質問は 3 回までとし、質問者の持ち時間は 20 分として、新たな

質問に入らないことといたします。なお、質問者の申し出により、私が再質問の追加を許

可する場合があります。 

 配布いたしました質問事項の順に再質問の発言を許します。 

 質問番号 1 番、2 番 中田豪之助 議員。 

 

※添付資料③ 

※添付資料④ 

 

○2 番（中田豪之助君） はじめに一言申し上げたいのですが、今日は議員全員…胸に花

を挿して本会議に臨んでおります。これは町内の花屋の応援といいますか…謝恩会とか卒

業式とか、3 月・4 月のこういう時期に消費が落ち込んでいるということを聞きまして、

少しでも応援したいなということで、今日はお許しを頂きましてこういうことをさせてい

ただいております。同僚議員の発案でみんな賛成してやっております。何とぞ役場職員、

町民の方も、そういう商店、事業所の事情があるということをこの機会に御理解いただき、

生活の中に生け花というか…そういうのがある暮らしも…こういう御時世だからいいんじ

ゃないかなと思っております。後ほど同僚議員からも詳しい説明があると思います。 

 それでは、コロナ以降の町づくりについて、再質問をしたいと思います。今回は普段と

違って一括質問ということなので、ちょっと勝手が分からない点もあるんですがお許しく

ださい。 

まず一つ目として、下川町感染症対策マニュアルというのがありまして、それに従って

対策本部はいらないという説明が…以前全員協議会でありましたけれども、そのマニュア

ルというのがそもそも新型コロナウイルス感染症以前に作られたものなのに、その影響力

というか…重大性というか…考慮されてないと思うんですけども、それでも対策本部は不

要ということなのでしょうか。対策連絡会議というのは今既に開かれているそうなんです

けれども、対策本部でも対策連絡会議でもいいですけれど…大切なのは地域経済の影響を

調査するだけでなく対策を考えること。情報共有は役場内だけでなく、役場、議会、町民

で共有することが大切だと思います。 

二つ目の質問ですが、町内の企業、商店への影響を調査したんでしょうか。それはどの

ようなもので、いつどうやって発表するのでしょうか。 

三つ目として、通告書にも書いてありますように、中国人実習生に来てもらって、下川

町の酪農家、耕種農家は大いに助かっているところなんですけれども、これらの実習生が

来れなかった場合の対策というのは何か検討されているでしょうか。 
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それから、町内の企業、事業所、商店に対して、運転資金の融資、休業補償とか…そう

いうものはどういうものがあるんでしょうか。国とか道で準備されているのでしょうか。 

それは下川町の場合、窓口がどこで、どういう手続きでできるんでしょうか…まだでき

ないんでしょうか。もしできるとすれば、告知の方法…お知らせはどのような手段で行わ

れるのでしょうか。 

 それと、今、審議会のメンバーなどを公募している時期だと思いますけれども、この調

子でいくと集会とか会合とかは自粛してくれという国の方針なので、審議会とかもなかな

かできない。公区の総会とかも延期になったりしている。この場合にテレビ会議というの

が有効な手段だと思うんですが、下川町の役場内とか役場と道庁とか、あるいは役場と個

人でテレビ会議とかの前例はあるのでしょうか。なければ、そういう検討を既にしている

かどうかお聞きしたいと思います。 

 

○議長（近藤八郎君） 答弁を求めます。 

 町長。 

 

○町長（谷 一之君） 中田議員の再質問について、お答えしたいと思います。 

 冒頭、花を胸に挿して、そして地域の経済を応援するということで、大変敬意を表した

いと思います。今ちょうど町でもそういう…地域経済に貢献できることということで、職

員のプライベートレベル、あるいはまた公的なところでいろいろ考えていかなければなら

ないということで、これからも更にそのへんの協議をしっかりしてまいりたいと思ってい

る次第でございます。 

 一つ目の…対策本部の関係で御質問がありましたけれども、これについては全員協議会

でもお答えをさせていただいたところでございますが、対策本部については感染マニュア

ルの関係を基本としながら、町としては連絡会議を開いて、そして十分な体制を取ってい

るところでございます。なお、今検討しているのは、近隣…例えば名寄市、若しくは本町

におきまして感染者が出た場合には、連絡会議はすぐその場において対策本部に切り替え

るという、そういう考えをしております。この連絡会議と対策本部の構成員は、課長職、

そして担当が一緒になってございますので、速やかにその対応ができるのではないかと思

っております。 

 それから二つ目でございますが、地域経済の情勢については、これも全員協議会の中で

…商工会や金融機関のヒアリングをした状況について説明をさせていただいておりますし、

また、毎日のように商工会と担当者と協議をいたしまして、今後どういう対応をしていっ

たらいいだろうということで議論をしているところでございます。私自身もいろいろと商

工会の経営指導員等にも…そのへんの情報を聞き入れてですね、そしていろんな施策に反

映していきたいなと思っているところでございます。 

 例えば、今、花を胸にかざしているお話もございましたけども、特に著しいのは飲食店

の状況でございまして、ほぼ 8 割、9割…酷いところは 100％減に近いぐらいの入り込み

客数になっているということで、大変心配しているところでございます。これも商工会に

おいては、それぞれ飲食店に状況を聞きながら、今後…例えばテイクアウトで物を供給で

きるような、そういうような取り組みもしていきたいと思っているということで聞いてお
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りますし、これに対して町としては町民の皆さんにどういう情報提供の仕方をするかとい

う…例えば告知端末を使うとか…そういうような利用の方法もあるんではないかと思って

おります。 

 いずれにいたしましても、週末には…議会を終えた後に早速また連絡会議を開催してで

すね、そして状況の収集、それから今後の対応策などについて協議をしてまいりたいと思

っている次第でございます。 

 それから三点目の外国人労働者…特に農業振興におきまして、中国人の実習生は非常に

貴重な存在でございます。ただ、これを労働力として考えるのはいかがなものかというの

が…これは国も…それから当然所管となっておりますＪＡ北はるかにしてもですね、単な

る労働者として考えるのではなくて、あくまでも実地の研修という立場で雇い入れをして

いるということでございますので、御理解いただきたいと思います。 

北はるかといたしましては、非常に状況が厳しいという情報を得ているそうでございま

すけれども、これも全員協議会でお話しましたけども、武漢が発症の場でないかというコ

ロナウイルスでございますけど、そこからかなりの距離の所から下川町の場合は実習生を

派遣していただいているということだそうでございますので、4 月は厳しいかもしれませ

んけれども…出国の状況等もございますでしょうから、そのへんは農協の方でしっかりと

情報の収集をしていただきながら、今後の取り組みをしていただければと思っているとこ

ろでございます。町としてその中で支援できることがありましたら、北はるかとまた共有

しながら進めてまいりたいなと思っております。 

最近では北海道内にも非常にこういう実習生が多くなってまいりました。以前は中国が

非常に多かったんですが、今ベトナムが中国の実習生を抜いて第一位になっているという

状況でございます。昨年も 8,200 人ぐらいがベトナムから来られて、中国からは 7,300 人

ということで 900 人ぐらいの開きがありまして、特に漁業関係の水産加工部門でベトナム

の方々の実習生の受け入れをしているということで聞いております。 

いずれにいたしましても、現在、下川では中国からでございますので、そのへんのとこ

ろをしっかりと把握してまいりたいなと思っております。 

それから四点目の町としての財政的支援、そして他の関係機関の財政支援でございます

が、町では既に中小企業振興基本条例を制定してございますし、これは中小企業振興条例

という…昭和 40 年代に設定をいたしました制度でございますけれども、この中で中小企

業の融資として設備資金や運転資金というのをしっかりと制度としてつくっているところ

でございます。例えば現在のところでもですね、町としては預託金を 6,000 万円ほど預け

入れいたしまして、そして 2 億 9,000 万円まで融資拡大ができることになっております。 

現状は今…約半分ぐらい…1 億 4,000 万円程度でございますので、まだ 1億 5,000 万円

ほどは融資ができる状況にあります。そういう意味では、これも商工会や、あるいはまた

地元の金融機関と協議をしながらですね、今後も対応策をいろいろ練ってまいりたいと、

このように考えているところでございます。 

ただ、今…商工会からの聞き入れでございますけれども、現在のところは大きく融資を

受けようとしているところはないそうでございます。それはおそらく…これが長期化した

時にですね、いろいろ…融資だけでは対応できないと、一番心配されるのは事業者の廃業

とか…こういうところにつながってきて、企業経営者や商工経営者の方々はそのへんのと 
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ころが非常に懸念されているんではないかなと思っております。 

いずれにいたしましても、それもしっかりと情報収集してまいりたいと思いますし、既

に国では…こういう運転資金、あるいはまた設備資金のコロナウイルス対策としての制度

設計をして、自治体にも情報が来ておりますので、このへんも紹介していきながらしっか

りと対応をしてまいりたいなと思っているところでございます。併せて、道でも相談窓口

がございますので、直接事業者の方々が連絡されても結構ですし、町を通して…道、国等

にも連絡ができるんではないかなと思っております。 

それから、窓口としては、町では森林商工の方で受付をしてございますので、これも事

業者の方々や住民の方々が直接来られたり、電話でも結構でございますし、また商工会を

通して、あるいはまた金融機関を通して、いろいろと連絡を頂ければ幸いかと思うところ

でございます。 

それから、審議会等の開催、あるいはまた会議等の開催でございますけれども、これも

全員協議会でお話させていただきましたけども、3月だけでおよそ 100 を超える会議や催

事、あるいはイベント等…いろいろあるわけでございますけれども、ほとんどが中止、延

期ということに相成っております。ただ、教育関係の小学校・中学校・高校、それから町

の認定こども園の関係については、卒業式については縮小しながら開催をしてまいりたい

と思っておりまして、もう既に中学校と高校については卒業式を終えております。今後は

小学校と認定こども園の卒業式、卒園式を開催してまいりたいと思っているところでござ

います。 

審議会とか会議の開催がなかなかままならないところでございまして、テレビ電話会議

等で開催したいところですが、今の下川町の…どうしてもインターネットでのテレビ電話

会議ではセキュリティの問題がありまして、現状ではできない状況になっております。し

かし、今後こういうことも想定しながらセキュリティがどこまで解除していくことができ

るのか、緩和していくことができるのか、また庁内でいろいろと今後協議をしてまいりた

いと思いますし、専門家のいろいろな意見を聞きながら反映できるものはしてまいりたい

なと思っているところであります。 

以上、かいつまんで 5 点について答弁をさせていただきました。以上です。 

 

○議長（近藤八郎君） 2 番 中田議員。 

 

○2 番（中田豪之助君） 今の答弁でよく分かりましたが、会社で働いている人、役場な

どで雇用されている人が、お子さんが休校になって…送り迎えだとか…学校が休みなので

お母さんが休んで家庭にいるとか…そういう場合の休業補償はどうなるんでしょうか。 

 

○議長（近藤八郎君） 答弁を求めます。 

 町長。 

 

○町長（谷 一之君） 町の関係についてもそのへんをしっかりと職員に示しまして、そ

して対応をしてまいりたいと考えているところでございます。併せて、一般事業者の方々

については、国の方から一定程度…休業補償の説明が今般ありましたので、企業の方々か
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ら町の方に問い合わせがきた時には、国の方針等を示してまいりたいなと思っております。 

 以上です。 

 

○議長（近藤八郎君） 2 番 中田議員。 

 

○2 番（中田豪之助君） コロナウイルスの関係については、ウイルス自体が非常に危険

なものなのか…大したことないよとか…若い人はあまりかからない…いろんな情報が錯綜

していて、どれが本当なのかよく分からないという…そういう面もありますので、資金の

事とか制度の事というのは問い合わせがきたらというのではなくて、親切に…役場の方か

らホームページとか…そういういろいろな手段で情報公開といいますか…提供して、少し

でも町民の不安を和らげていただきたいと思います。 

 私が個人的に心配しているのは、下川町の場合は東京から離れているといいますか…輸

送費が高い、物流が弱点ということがとってもありますので、長期的に考えると物流とい

うのが下川町の産業、経済に与える影響は大きいのではないかなということを非常に心配

しております。 

 それから、今朝、農協の関係者とも連絡を取ったんですけれども、中国の実習生の人は

日本に来てから国内で 2 週間の隔離、検疫というような制度もあって、ちょっと入国が遅

れていると。武漢とは離れた所の人がたくさん来るらしいんですが、中には…日本はコロ

ナウイルスが流行っているんでしょ…行くのは嫌だなという声も聞かれるそうです。ベト

ナムの実習生というのも期待できるかもしれませんけれども、これもやっぱり…風評被害

ではないですけども…コロナが長引くにつれていろいろな対策を考えていかなければいけ

ないと。後、担当者が心配していたのは、ほかのヨーロッパで見られるように偏見といい

ますか…中国から来たからあいつはバイ菌持っているんだろう…感染しているんだろうと

いういわれのない差別というか…そういうことが発生することもあるということを非常に

心配していました。町民の方で、農業だけでなくて、福祉とか教育とか…そういう分野で

担い手が見つからなければ、外国の方に町で働いてもらうのもしょうがないなという声も

聞かれます。そういう場合に、やっぱり文化・習慣が全然違う国の人が来るので、そうい

う人とも上手くやっていくようなことも長期的には町として考えていかなければいけない

と思います。 

 今回のコロナウイルスは、今までの常識とかやり方が全く違ってしまう危険性があるの

で、このピンチをチャンスにするように柔軟な発想が必要だと思います。 

 1 点目の、コロナ以降の町づくりについての質問は、これで閉じさせていただきます。 

 次に、「まちおさめ」についての質問に移りたいと思います。 

 通告で申し上げましたように、まちおさめという考え方があるようですけれども、私は

本町にこういうことが必要と思っているわけではありません。東京にいる時…30 年ぐら

い前に、島根県の人から「まちおこし」ではなくて「まちしずめ」が必要だということを

聞いたことがあります。最近、町民の方からも「移住、移住ってそんなに無理しなくても

いいんではないの」という声も聞きました。地方創世とかＳＤＧｓの資金があるばかりに、

使い道を限定されて、急いで立案しなければならなくなるような事業といいますか…仕事

が多いと思います。それで職員は負担が増えて、町民の声は十分に反映されません。職員
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にはストレス、不平不満が多く、中途退職が無くなりません。 

 平成 30 年にも暮れ頃に突然の退職がありまして、私は住民懇談会で町長に質問して対

応策を求めたことがあります。その直後の 12 月の議会でも質問があって、その時の町長

のお答えが「退職の要因を一つ一つ調べながら、どういう対処ができるか考えていく」と

いう答弁でありました。この対処はどうなったんでしょうか、お尋ねします。 

 

○議長（近藤八郎君） 答弁を求めます。 

 町長。 

 

○町長（谷 一之君） 職員の退職というのはいろんな要因がございまして、家庭の事情、

あるいはまた人間関係、職場の環境、さらには自己実現のための…将来への希望、こうい

う様々なところが実は要因として考えられるわけであります。 

現実にこの 3月にまた一般行政職の職員が退職いたします。これは定年退職前でありま

すけども、これもやっぱり一人一人確認し調べますと、自分の将来に向けて違う生活環境

をつくっていきたい、自分の夢をかなえていきたい。さらに、公務員として自分の性格が

合わない、そういう環境にどうも身を置けないとか、様々なことが要因として考えられる

わけでございまして、これは下川町だけではなくて、現在、全国的にそういう風潮に地方

公務員はなっているようでございます。それでも一人一人…そのへんを説得しながら、で

きるだけ退職しないようにはしておりますけれども、最終的にはどうしても本人の選択と

いうことで選ばなければならないということに至っているところがございます。 

いずれにいたしましても、採用段階から…そのへんの中途退職というのは分からないわ

けでありますので、できる限りの職場環境の改善、そしてまた本人が風通しの良い…仕事

をしやすいような、そういう環境づくりをしっかりつくってまいりたいなと思っておりま

す。以上です。 

 

○議長（近藤八郎君） 2 番 中田議員。 

 

○2 番（中田豪之助君） 第 6 期の総計…将来像で 20 のＳＤＧｓの事業があります。そ

れはありたい姿の目標実現に向けて…ＳＤＧｓの 20 の事業を遂行することで実現に向け

るということなんですが、通告で申し上げましたように、元気なまち、生き生きと暮らせ

るまちにするためにありたい姿を実現するんだ、ＳＤＧｓの 20 の事業だということです

が、今の進め方では 20 のＳＤＧｓ事業を進めても、町民の参加が不十分で、元気なまち

にはつながらないと思います。 

 先ほども申し上げましたが、このコロナ以降は物流も経済も教育も家庭のあり方も全部

変わってきてしまいます。今までのグローバルを目指していた、効率を目指していた常識

が通用しないと思います。そういう中で、先ほども申し上げましたけれども、ピンチの後

にはチャンスだと。現に札幌なんかでは飲食店が配達とかテイクアウトの方に力を入れて、

お子さんが学校に行けなくてお家にいる母親のために、いろいろ配達の総菜…おかず…そ

ういうビジネスが非常に喜ばれているようです。 

 先ほどの答弁にありましたけれども、下川町ではエネルギーを自給するとか、食料を自 
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給するということがほかの町と比べて非常にやりやすい環境にあると思います。物流とか

ほかの町との交流が減ってきたらば、そういうところを検討しなくてはいけない。総合的

にこれからの経済、教育、物流、労働力…町の課題といいますか…今までの延長線では考

えきれないような課題が本当にそこに見えているので、町民と議会と行政と一つになって

そういう将来的な…今までのパラダイムシフトといいますか…今までの常識が通用しない

事態のことをいろいろ考えていかないといけないと思います。見解をお聞かせください。 

 

○議長（近藤八郎君） 答弁を求めます。 

 町長。 

 

○町長（谷 一之君） 下川町では昭和 30 年代の 1 万 5,000 人を超える人口から約六十

有余年経過してですね、人口が 3,000 人強までなってしまったという厳しい状況でござい

ました。そういう歴史を踏まえて、やはり地域の中で一つの自治体をしっかりと安定化し

ていく上では、バランスの取れた世代構成というのが必要になってきます。そうしますと、

今高齢化率が 4割を超えておりますけれども、やはり若い方々が下川町に流入して、そし

てコミュニティを形成し、また職場で雇用され就業していく、そういう環境づくりという

のをしっかりしていかなければ、なかなか下川町のバランスの取れた社会構造というのは

できないんではないかなと思っております。 

 そういう意味でも、やはり移住者を受け入れる…そういうような施策というのは、これ

はどこの町でもやっていることでございまして、地域社会の中のバランス構造をしっかり

つくるために流入施策、移住施策というのをやっているところでございます。 

 その町にブランド力がありますと、魅力を感じ、そして関係性を築き上げて、最終的に

は交流から移住へと…こういう方向に現在なっているわけでございまして、下川町でもそ

のために総合計画を策定し、さらにＳＤＧｓを取り入れたありたい姿を 2030 年に向けて

今策定したところでございます。 

 総合計画では、町民の方々に御協力、御支援を頂いて、三つの部会を設置いたしまして、

そして六つの分野方針を設定し、そして 33 の施策や施策推進を設定してございます。そ

の一つ一つが実は町民の方々に関係しているものでございまして、さらにその魅力を町外

に発信しながら移住や定住施策に結び付ければ、非常に我々としては目的、目標がかなっ

ていくのかなと思っている次第でございます。 

 いずれにしても行政だけではできませんので、町民の方々や議会の皆さんの協力を得な

がら、そういう政策をしっかりと今後も進めてまいりたいと思いますので御理解いただけ

ればと思います。以上です。 

 

○議長（近藤八郎君） 2 番 中田議員。 

 

○2 番（中田豪之助君） 最後に、町民の協力を得て、議会、行政、町民一つになって進

めていくためには、先ほど自己実現という言葉がありましたけれども、自己肯定感といい

ますか他人に認められるっていうことが大切だと思うので、そういう観点を大事にまちづ

くりを進めていただきたいと思います。 
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 これで私の質問を閉じさせていただきます。 

 

○議長（近藤八郎君） これで中田議員の質問を閉じます。 

 次に、質問番号 2 番、5番 我孫子洋昌 議員。 

 

※添付資料⑤ 

※添付資料⑥ 

 

○5 番（我孫子洋昌君） 今回、一括方式ということで、まず 1 問目の、生産施設におけ

る新たな会計年度任用職員制度の運用についてというところで答弁書を頂いておりますの

で、それについての再質問ということになります。 

1点目ですが、こちらは 12 月の定例会でということで答弁がございました。規則で運

用ということができるということであれば、これは時の理事者の意向で様々な状況が変更

可能ということになります。 

しかし、多くの町民がこの生産施設で雇用されるということでございますので…これは

ルール上ＯＫなので、行政側で規則を定めたということで、それに従ってくださいという

ことであれば、ちょっと強権的な印象を受けるのかなということがあります。 

私もそういった経験をしておりますが、正職員ではない…いわゆる非正規…そういう言

い方はなかなかしないかもしれませんが…非正規職員という立場になりますと、例えば経

営状態が厳しいから明日来なくていいよとか、来週はいいですよとか、そんなふうに自分

たちの雇用が脅かされるんじゃないかと…そういった不安が常に付きまとうことになりま

す。 

 そういった生産施設に対して、例えば若年層の方ですね…高校をこの春出るとか、若い

方がそこで勤めようということに対して、親御さんの立場、あるいは学校の先生の立場で、

あそこのパートタイム任用職員でも…多少条件は悪くても行ったらいいよというふうにお

勧めになるかと、そういったところで人が確保できるのかなというのがちょっと心配をし

ているところでございます。 

 新年度から会計年度任用職員というのが動き始めるということですので、実際の運用を

前にした…この限られた 3 月という時期ですが、この制度変更について…多くの方が影響

を受けるということを勘案し、町民との対話…分かっていないという方もかなりいらっし

ゃるかと思いますので、そこをしっかりと図るべきだというふうに思います。 

 そして、この生産施設の 2 点目の答弁に関しまして、職務の特殊性ということで答弁が

ございました。この職務の特殊性というのは、生産施設においての特殊性ということで、

何か特殊なところがあるんだろうというふうに思うんですが、具体的に何を指して特殊な

のかと。生産施設自体が特殊だとすれば、そこでの事務職員の勤務も特殊と…生産施設自

体が特殊だというところになるかと思いますが、その特殊性というのは何を指しているの

かということで御答弁いただければと思います。 

 また、規則での運用というのが出てますが、農産物加工研究所…トマトジュースなどを

加工するところ…こちらも現在月額での会計年度任用職員の募集はしていないと。こちら

もまた募集の要項が時給に変更になったと。これも規則の運用でこういうふうなかたちに
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したということでしょうか、確認したいと思います。月額での募集をしないという理由も

示していただければ…このあたりが町民はよく分かっていないというふうに思いますので、

これが日額から時給となったのは、これはパートタイム任用職員の勤務実態に合わせたと

いうことでこういうふうになった…例えばですけれども…そういったことでそうしたんだ

ということの説明があれば、まだ町民も納得できるのかなというふうに思います。 

 時給制…つまりパートタイム任用職員が時給で勤務する、また一日の勤務時間が限られ

ていると、これはトマトジュースなんかもそうですけれども…加工所の稼働状況からする

と、繁忙期はすごくやることが多くて大変だ、だけども時間が限られているということに

なると、いなくなった部分は町の職員などが対応することになるんでしょうか。そのあた

りの運用についてもお聞かせいただければというふうに思います。 

 後、根拠としているのが平成 17 年の総務省通知というのがあるんですが、平成 17 年と

いうのはパートタイム会計年度任用職員という言葉が…多分世の中では誰も想起していな

いような状況での総務省の通知なんですが、この 12～13 年以上前の通知がその時になか

った定義のところにまで及ぶのか、そのあたりの根拠についてもお聞かせいただければと

いうふうに思います。以上です。 

 

○議長（近藤八郎君） 答弁を求めます。 

 町長。 

 

○町長（谷 一之君） 今回の会計年度任用職員制度については、12 月の条例で皆さん

にお認めを頂いたところでございまして、4 月からの施行を今進めているところでござい

ます。 

 いずれにしても、それぞれ該当する任用職員に関しましては、それぞれの所管の長の段

階でしっかりと職員の方々に説明をいたしまして、そして理解を得て、そして 4月から運

用していこうということで考えているところでございます。 

 特に特殊作業としての事業でございますけども、これは…しいたけですとか、農産加工

とかが該当していくだろうと考えておりますけど、これについては民間と大体同等の作業

をする事業であるということで考えてございまして、これは先ほどの 5 番目の質問の総務

省の通知に関係してくるわけでありますが、民間事業との同一性ということが考えられる

ことから、ここを総務省の平成 17 年の通達を運用しながら、町内の雇用をしっかりバラ

ンスよく民間との関係をつくっていきたいということで、この通達を遵守しているところ

でございます。 

 それから、時間給につきましては、これは制度の中で国から示されたものでございまし

て、これに準じてしっかりと進めてまいりたいと思いますが、いずれにしてもこれまで進

めてきた臨時職員等につきましては、やっぱり受給が下がることなく、そしてまた年間を

通してしっかりと雇用安定が図られるように進めてまいりたいと考えているところでござ

います。 

 それから、不足するところでの町の職員の対応につきましては、それは適宜対応策をつ

くりながら進めてまいりたいと考えております。 

 それから、最後の総務省通知につきましては、これは平成 17 年ということでかなり経 
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過してございますけれども、いずれにしても地域の事情を考えますと、臨時職員等につい

て…要するにパートタイムについて、民間以上に様々な手当てを進めてしまいますと、民

間から引き抜きをしてしまわなければならないという状況がある場合に、町としてそのへ

んいかがなものかという考えの中で、今回はこういうかたちを取らせていただいたところ

でございます。以上です。 

 

○議長（近藤八郎君） 5 番 我孫子議員。 

 

○5 番（我孫子洋昌君） 総務省通知は毎年出ていて、本年の給与改定についてはどうこ

うしようというような通知というふうに自分は読めたんですけども、これは解釈の…立場

の違いということで、場合によっては平成 17 年の通知を令和 2 年でもいかそうという立

場で…これはいかすと。こちらが出た時には本年の給与改定に関する取扱いというふうに

は出てるんですが、そこはまた議論がどこかでできるのかなというふうに思います。この

あたりもしっかりと考えて、影響を受ける方がかなり多くいらっしゃいますので、そうい

った方が安心して作業できるように。 

そして、特殊性…確かにこれは物を作るということで習熟度、また実際に仕事に取り組

むことによって…特に生産ですから…今年は去年より多かった、去年より売れた…そうい

ったことが反映されるような、そこで働く人たちが「よし頑張ろう」というふうに思える

ような、作っても作らなくても出しても出さなくても去年より下がろうが増えようが収入

につながらない…それだと働く人のモチベーションにもつながっていかないでしょうし、

また、下川の特産品として出していく以上、やる気を持って、生きがいを持ってその場で

働ける、そういったことにつながるような何か手立てが…それこそ町長…設置者の運用に

より、今年はできたから皆さんにはずむね…期末の手当はないんですけれども…よく売れ

たから皆さんに一封出すよとか…そういうような気持ちとか…それはなかなか制度として

は難しいとは思うんですけども、今年は去年より何パーセント売れたからどうするんだと

か、そういった働く側が目指すものがあれば働きがいにつながるかと思いますが、そのあ

たりは何か感想とかあればお聞かせください。 

 

○議長（近藤八郎君） 町長。 

 

○町長（谷 一之君） 公務員に準ずるサポートとしての職員形成でございますので、そ

ういうことを考えますとなかなか利益が上がったから配分していくということは…これは

かなわないわけであります。そこは今、時代のすう勢の中では官から民へという移行に進

んでおりまして、行政が生業としてやっているものを民間に移行しながら、民間でそうい

う経済活動を高めていただいて、そして雇用環境をしっかりつくり、そして所得向上を目

指していくということが筋ではないかなと思っているところでございます。 

 今回の働き方改革に伴う会計年度任用職員制度でありますけど、大きく二つの目的があ

って、これは正職員も含めてでありますけれども、長時間労働の是正をしていかなければ

ならない。もう一つは非正規職員の待遇改善を行うということであります。 

 そういう意味でも大きな枠組みの中で今回国が制度設計されたものでございまして、自 
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治体としては非常に苦労をしていると思います…下川町だけではなくてですね。そういう

非正規職員の方々がいないと、また様々な業務ができないというのが実態でございますの

で、大きな枠組みの中で少しでも改善できるところは改善し、そして働いている方々が働

きやすい環境づくりをしてまいりたいなと思う次第でございますので、御理解いただけれ

ばと思います。以上です。 

 

○議長（近藤八郎君） 5 番 我孫子議員。 

 

○5 番（我孫子洋昌君） 様々な事情があって今回の提案ということになるんですが、ち

ょっと確認をしますが、農産物加工研究所の設置条例については業務内容が 4 条でうたわ

れております。第 5条では、次の職員を置く…所長、技師ということで、2 項では研究開

発に必要な職員を置くことができるというふうにありますが、今回、会計年度任用職員の

募集ではパートタイム事務職員という職種で募集をされてます。それは条例の中の設置条

例から出てくるのか、それとも何か特に認めるものとしてこれを募集するというふうなか

たちになっているんでしょうか。ちょっと確認させてください。 

 

○議長（近藤八郎君） 答弁を求めます。 

 武田副町長。 

 

○副町長（武田浩喜君） 確かに今の設置条例の中には事務職員という職を置くことには

なってございません。ただ、その分については、きちんとしたかたちで改正をする必要が

あるのかなというふうに思っています。置いている今の理由としては、加工所の運営をし

ていく中で、純粋な事務職員ではございませんけれども、事務と作業を併せてやれる職員

の配置をするというのが今の運営上必要だということで配置をさせていただいております

ので、条例等については速やかに改正をしていきたいというふうに考えております。以上

です。 

 

○議長（近藤八郎君） 5 番 我孫子議員。 

 

○5 番（我孫子洋昌君） 様々なそういった条件整備、条例改正も必要に応じて実態に即

すようなかたちで行われればというふうに思います。 

 二つ目の質問項目に移ります。 

 先ほどの同僚議員の質問でも、職員が辞めていくということについての議論がありまし

たが、答弁書から見ますと…目を疑ったというか…事務職は 14 人の方が中途退職、施設

職員も含めると 29 人も辞められたという点は、端的に言うと驚いたというところであり

ます。異常というのがいいのか…これはそういう世の中になったというふうに捉えるのが

いいのか…ちょっとこれは感覚がそれぞれ違うかもしれません。 

 事務職にしても施設職員にしても、育てた人材…仕事を覚えてきた方々がいなくなると

いうのは、培われたノウハウや…施設であればケアであるとか様々なノウハウ、スキル、

技術…事務所であれば事務処理や企画調整のスキル、または様々な得られた人間関係、ネ
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ットワーク、そういったものが町として失われていくということです。これは組織にとっ

てものすごい損失かというふうに思います。 

 適材適所を進めてきたというふうに…今後適正配置を行ってまいりたいというふうな答

弁がございますが、意気込みはもちろん大事です…それがなければトップとしては…とい

うふうになるんですが、やっぱり結果も問われるということはもちろん御存知だというふ

うに思います。 

 結果としては 29 人の方が中途退職されているということで、組織編成、適材適所、こ

ちらについて思ったとおりできなかったと、もっときちっとすべきだというふうに思うと、

または反省とまでは言わないまでも…何か責任について感じるという言葉があってもしか

るべきではないかというふうに思います。 

 こういうところを町民も職員もやっぱり見てますので、仲間は辞めていくけれども残っ

た自分たちが頑張っていく、そういったためにもリーダーの下でまとまってやっていくん

だと、そういうような期待を持てる、そういう姿勢を示すべきかというふうに私は感じて

おります。これについては事実ですので、それについてどうこうするということはないの

で、再質問の答弁の中に一言ぐらいお考えがあればというふうには思っております。 

 3 点目ですね、キャリア採用、中途採用…こちらについてはそのとおりなのかなという

ふうには思っております。なので、幅広く採用の方を広げていきたい…そのとおりで、是

非進めていっていただきたいというふうには思っております。 

 4 点目ですね、こちらの民間移行、業務委託云々という点なんですが、こちらがかなり

踏み込んだかたちになるのかなと、譲渡や民間移行など令和 4 年度に向けて生産施設につ

いては関係団体との話し合いを進めていくというふうになっておりますが、こちらについ

て総合戦略であるとか、総合計画であるとか、あるいは今回の執行方針とか、そういった

ところにこのあたりの書きぶりが見られないというか…自分の見方が悪いのか…それは分

かりませんが、そういうことであればもうちょっとそれを町民に向けて…あるいはそこで

勤めている方々に向けてのメッセージというものが…今回の一般質問の答弁よりも前にあ

ってもいいのかなというふうには思っております。これは後でまた議論しましょう。 

 福祉施設についても運営形態の見直しの検討というふうに答弁書にはございます。これ

はなかなか今までそういった議論すらなかったかというふうには思っております。 

 この福祉施設というのは、町内…もちろん皆さん御存知のあけぼの園やデイサービスセ

ンター、生活支援ハウス、山びこ学園、広い意味では町立病院なども含まれるかと思いま

すが、どれを指して福祉施設というふうになるんでしょうか。「聖域なき」ということは

全て対象というふうに取ることもできます。 

 これだけ施設のあり方…大きく見直すということは、先ほども言いましたが、総合計画、

あるいは総合戦略等々にも項目として掲げられるのか、追加の議論というふうになってい

くのかというふうに思いますので、職員や利用者、また町民全体とのコミュニケーション

を図っていくべきだというふうに考えております。 

 また、生産施設ですね、民間移行…民営化等々があるかと思うんですが、そうすると…

今回の定例会の議論の中でも事業承継とか…農家さんが次の方に移す時には所有している

財産を換算してどれぐらいの…事業者は機械を持っているとか、建物があるだとか…いろ

んな財産があるので…これを換算して、じゃあ幾らだったら引き受けますよ、あるいは…
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いろいろ返還していく中で財産も含めて譲り渡すということにするのか、そのあたりの事

業会計ですか…企業会計によってそれらの生産施設についてもこれから進めていくことに

なるかと思いますが…多分今まではやっていないと思うんですけれども…そういう体制移

行に向けた準備をいよいよ始めていくということになるのか、このあたりについてもお聞

かせください。 

 5 点目、事務処理の自動化の検討について、具体的な計画が今後出てくるということで

すね…こちらについては実際の計画が上がった段階で、一般質問ではなく条例審査等で議

論ができればというふうに思っております。 

 以上、質問いたします。 

 

○議長（近藤八郎君） 答弁を求めます。 

 町長。 

 

○町長（谷 一之君） 一回目の答弁に対しての再質問だと認識してございますけれども、

中途退職職員に関しては、できる限りの努力をしていきながら、そして横連携をしっかり

してですね、一人でも中途退職の出ないように汗をかいていきたいなと思っております。 

数字だけ見ますと、やはり多くの方々が退職しておりますので、そのへんいろんな問題

があったと感じてございます。 

 いずれにいたしましても、昨今はそういうかたちで…自分の町の公務員を辞めて違う町

の公務員になるという方が増えておりまして、今回も 4月から他の自治体から下川町に来

ていただいて、そして勤めていただくという方々もいらっしゃいます。その相手方の自治

体にすると退職されるわけでございまして、そういう意味ではそういうような社会現象に

なっているというのが常でございますので、御理解いただければと思ってます。これは決

して全国的にそうだから仕方ないんだということではなくてですね、下川町としても限り

なく努力をしてまいりたいと思っているところでございます。 

 それにはやはり職場での仲間づくり、あるいはまた上司からの的確な指示、方針の示し

方など、いろいろあろうかと思いますので、そのへんも更に努力をしてまいりたいなと思

っております。 

 それから、適材適所の関係でございますけれども、これは当然…一般行政職については

数年に一度ぐらいの段階で異動するわけでございますけれども、技術職、専門職等につい

ては、やはりそこの職場においてその技術職がいなければ作業が進まないということがご

ざいます。そういう意味では、適材適所の中でも一般行政職のあり方というところをしっ

かり考えていかなければならないんではないかなと思っております。 

 それから 3 点目のキャリア採用、中途採用、これは今ほども申し上げましたけども、キ

ャリア採用については専門職でやられていた方々の…例えば退職された方々をもう一度下

川町で雇用するとか、あるいはまた社会人として既に現役でやられている方々で下川町の

眼鏡に合った方々というところの採用を、今後もバランスよく新採用と取りながら進めて

まいりたいなと思っております。 

 それから 4 点目の生産施設の民間移行の予定ということで、これについては行財政改革

の中でこれまで何回も議論してきたところでございます。なかなかそれがかなわなかった
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というのが実態でございますし、できれば直営での運用というところでしばらくはやって

いきたいという…過去からの経過がございます。 

 しかし、時代は官から民へというマネジメントの時代になってきておりますので、そう

いうことをしっかりと意識しながら、民間の経済活動を高め、そして地域の雇用を安定化

していく上で、こういう考え方をしっかり進めていきたいなと思っております。 

 また、運営形態等についても改革プラン等をしっかり作って、経営上のいろんな課題が

ございますので、これを一つ一つクリアできるように進めてまいりたいなと思っていると

ころでございます。 

 それから、企業会計等についても、今後は公会計を導入していかなければならないジャ

ンルがいろいろございますので、こういうところもしっかり睨みながらですね、公会計へ

の移行を速やかに進めてまいりたいと思っているところであります。 

 いずれにいたしましても、下川町としては今問われている様々な公の施設、あるいはま

た町が直営でしている事業、こういうところを検証しながら今後より良い運用をしてまい

りたいと思いますので、御理解いただければと思います。以上です。 

 

○議長（近藤八郎君） 町長、答弁漏れがあります。福祉施設の関係で具体的に示される

んであればという…その部分をお願いします。 

 

〇町長（谷 一之君） 福祉施設は、今申し上げましたように、経営改革プランの中で様々

な運営を今後検証しながら取り組んでいくということでございますので、御理解いただけ

ればと思っています。 

具体的に申しますと、町立病院、それからあけぼの園、こういうところを中心にして運

営の形態を少しでも改善できればと思っております。以上です。 

 

○議長（近藤八郎君） 5 番 我孫子議員。 

 

○5 番（我孫子洋昌君） 様々な改革プラン…議論がされているということなんですが、

企業会計の導入…さらに消費税が去年の 10 月から変更になったという時に、やがてイン

ボイス制度の導入ということが将来的に…これは国の方でスケジュールとしてございます。 

 町が直営でやっているうちは免税事業者だという扱いになるんでしょうけれども、これ

が民間になると課税業者になるとか…もちろんいろいろな縛りとか、制度上の隔離がある

んでしょうけども、そのあたりについての検討も…片方でインボイス制度は時限が区切ら

れていて…そういったものがあるので、そこも急いでこれを考えなければならない要請な

のかなというふうには考えております。 

 経営上の課題、経営改善なんですが、最初の答弁書にありますけども「令和 4 年度に向

けて、譲渡や民間移行など、関係団体等とも話し合いを進めていくこととしております。」、

令和 4年度というのが谷町長の任期で、この 4年間の任期の最後までには何らかの見通し

を立てるということで、そこでまた急に…何とか会社に運営が変わりますとか…そこまで

はならないまでも、何らかの道筋が出されるというふうに認識をしております。 

 福祉施設についても先ほど…あけぼの園や町立病院もありますが、これらについても様々 
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な方…町民の生活に関わるもの、生命、財産、健康、いろいろな分野に関わるものですの

で、幅広く議論をし、合意形成を得ながら、そして片方で財政状況、または人材確保、様々

な事情についても深く説明をされるということを求めます。 

 先ほど生産施設の時では、民間よりも良い条件だと民間から人を採ってしまうんじゃな

いかというふうなことを答弁されましたが、逆に…そういう福祉施設で働く方は、ほかの

事業所の条件が良くて下川を離れていく…福祉施設から離れていくということで、そうい

うある意味…悪い表現をすると…人の取り合いという時代になっているんじゃないかと思

います。なので、少しでも良い条件を提示していくのか、あるいは経営的に町が手放して

民間事業者に…そういうノウハウが長けたところにお任せするのがいいのか、そのあたり

についてもしっかりと議論を進めていくべきだというふうに考えます。 

 民間移行とか、町が直営でやることとか、そのあたり…今まで長い間、町が直営で様々

な施設を運営されてきたということもありますので、これを変えるということになると町

民にかなりの不安が発生する可能性があります。なので、その不安を一つでも少なくして

いく。また、そこで勤める者、そこに勤めようと思う方、様々な方に対して町長自らがメ

ッセージを発信し、安心してこの町で働き、暮らせる…そういう地域社会をつくっていく

こと、これを強く期待するものでございます。この点について、町長の考えがございまし

たら答弁願います。 

 

○議長（近藤八郎君） 町長。 

 

○町長（谷 一之君） 仰るとおりでございまして、そういう考え方もしっかり含めてで

すね、今後短い期間の中でいろいろと結論を出せればいいんですけども、やはり相手があ

ることでありますし、また、町民の皆さんが非常に危惧しているところもありますので、

そこは慎重に進めてまいりたいと思っているところでございます。 

 いずれにいたしましても、私自身がしっかり責任を持ってですね、そして町民の皆様に

メッセージを送ってまいりたいと思っているところでございますので、御理解いただけれ

ばと思います。以上です。 

 

○議長（近藤八郎君） 5 番 我孫子議員。 

 

○5 番（我孫子洋昌君） 町長の責任でというふうに今も答弁がございました。町民の皆

さん…そこで働く皆さんは町長のリーダーシップに対してすごく反応するというのが出て

いるというふうに感じます。冒頭にありました、中途退職の方が多く出ているということ

などもその一つに表れてくるというふうに考えますので、そういった不安が発生しないよ

う、また、民間移行、移譲を受ける事業者が安心して…これまで直営で行われてきた様々

な業務を受けると、そういったところの整理、そして進めるんであれば進めるに当たって

の課題の整理、そういったものをしっかりと指示をされ、進めていただくというふうに考

えます。 

 総合計画や総合戦略にはちょっとそのあたりが…自分が見た中では無いんですけれども、 

今後大きく形を動かすものでありますので、そのあたりについても追加するのか…そうい 
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った対応があればというふうに思います。 

 私からは最後ですので、町長何か一言あればお願いいたします。 

 

○議長（近藤八郎君） 答弁を求めます。 

 町長。 

 

○町長（谷 一之君） いずれにしても、人口規模が段々縮小してくる時代でございます

ので、様々な施設、様々な作業というのが一定程度その時代に合うかどうか、その町の規

模に合ってくるかどうかというのは、しっかり検証しながら進めていかなければならない

と思っております。その一方で、時代はやっぱりＩＣＴとかＡＩとか…新たな先進技術が

どんどんどんどん導入されてきておりますので、そこは遅れることなくですね…経費の面

もありますけれども…時代に合ったそういう導入の仕方、住民の皆様の安心安全を担保で

きる、そういう運用をしてまいりたいと思っております。 

 病院等についても、これまでにＣＴの導入、電子カルテ、さらには理学療法士の採用な

どなど、新たな取組も数年間の中で進めてまいりました。こういうことを進めながらも一

方で人口規模が縮小してくる中で、どういう運用形態にしたらいいのかというのは、そう

いう施設関係の責任者としっかりと協議をしながら今後進めてまいりたいと思います。以

上です。 

 

○議長（近藤八郎君） 次に、質問番号 3 番、4番 春日隆司 議員。 

 

※添付資料⑦ 

※添付資料⑧ 

 

○4 番（春日隆司君） それでは、私の一つ目の質問でございます。 

この質問については、さきのチョコレート事業の中止に伴いまして、信頼回復…町長の

反省を促し、その責任を強く問うという決議についてでございます。責任…いわゆる責め

と義務を問う…はっきりさせてくださいということに対しまして、町長からは「真摯に受

け止めている。今後このようなことがないように努める。」というお答えがありました。 

私は責任について明確なお答えがなかったんではないかと思います。こう感じるのは私

だけでしょうか。一議員といたしまして、これらについて問うものでございます。 

 一つ目としまして、自ら意思を表示し、これまでの町長の公言でいきますと、行政報告

または広報でしっかり説明責任を果たすべきではなかったかというふうに思います。そこ

で感じられたのが…オーストリッチ症候群というのがございます。オーストリッチ…いわ

ゆるダチョウですね。ダチョウは危機…嵐が来ると砂の中に頭を突っ込むそうです。そし

て嵐が…危機が過ぎ去るのを待つそうです。ところがこれは迷信だそうです。現実的には

本当に自然環境が厳しい中で生き残っていくためには、そんな甘いものではないそうです。 

これは人間に対する忠告だそうです。そして、これは火に油を注ぐ一例になるそうです。 

 私はそこで、この事案につきましては、本当に下川町の地方自治、町長、議会、そして

下川町民が試される事案であるのではないかと思います。 
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 二つ目、政治家の責任についてでございます。 

 町長は長年政治家をやられておりますので、政治家の責任というものは承知されている

と思います。また、本当に承知されていないのか疑問を持つところであります。 

 政治家の責任…三つございます。 

遂行責任…最後まで何があってもやり遂げる。 

それから説明責任でございます。相手を納得させる、曖昧な状況で放置をせず、対策を

講じる。無責任にはならないと。 

町長は確か月 73 万円の給料を頂いているかと思います。いわゆる 73 万円の給料という

のは執行する…全てやるということに対して、やった結果として報酬を得るわけです。 

 そこで…もう一つ責任がございます。これは賠償責任です。いわゆるこれが基本的な減

給…つまりやると言ったことをやれない場合は 73 万円に対して責任を取るということで

す。 

 この三つの責任がございます。 

 私は今回、取る責任を強く求めるものではございません。今お話させていただいた責任

というものを果たす責任をまた強く求めたいと思います。企業からの正式な文書はまだ来

ていないと…電話一本であると。時間をかけて調整していくということで完結されていな

いんだと思います。 

 今回、異常事態であり、質問時間も制限され、制約もいろんなものがあります。こうい

う緊急事態にこのような質問をするのはいかがかと思いましたけども、確認の意味で質問

をさせていただきました。 

 町長の答弁は先ほどありましたとおり、真摯に受け止めて、今後このようなことがない

ように努めるということでございます。 

 一つ目の質問は私の強く…議員全員の決議を強く求めるということで終わらせていただ

きたいと思います。 

 二つ目でございます。 

まず、任用職員制度でございます。この 4月から導入されますが、根拠としているのは

平成 17 年総務省通知を踏まえてでございます。民間との給与格差…これは先ほども話が

ありましたとおり、平成 17 年の給与改正の取組でございます。そうしますと職員はどう

なるのか…民間との格差、介護施設はどうなるのか、これらについて期末手当を出すわけ

です。職員は民間格差があります…事実あると思います。これは法に守られているわけで

ございます。 

 今回、民間格差をいう前に、法律的にこれが守られているかどうかということが大前提

で、さらにそれが民間格差にどうかというのが議論の主な話だと思います。 

 御案内のとおり、任用制度に関して、昨年からずっと国の…いわゆる総務省から通知が

たくさん出ています。Ｑ＆Ａから…取り扱いから…それに基づいて今回の任用制度…17

年のものを引っ張ってこなくて…それに基づいてどうかというのが誰がみても正常な話だ

と思います。よって、提案された 17 年を根拠とするものは…全く根拠がないとして私は

無理があるというふうに判断せざるを得ません。 

 それと、任用職員で上がるものにつきましては、国が所要額を確保すると…これ国会審

議の中でも出ております。上がる部分は国が財政補填するということです。ですから、財
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政が原因で…今そういう答弁にはなっておりませんが…財政が理由でこれを左右されると

いうことはあってはいけないということです。そのために町には調査もきています…幾ら

ぐらい上がるのかということがきております。 

 それで、こういう例でございます。こちらの左側におられる方は作業員で、全部事務を

やられる方、介護をやられる方、そして除雪作業をやられる方、この方は給料表を用いて

期末手当が出ます…2.6。こちらの方は農業関係…いわゆる農産加工所、しいたけ工場で

働く方です…こちらの方。その方は特殊作業もやります。ところがこの方は 2.6 か月の手

当が出ないという話です。今話を聞いただけでも明らかに不平等な取り扱い、不合理な差

別、そして権衡…つりあいが合うという要請に対して均衡が保たれないと考えるのが一般

的じゃないでしょうか。除雪作業には出るんですよ…給料表を用いて。特殊の作業には出

ないんです。明らかに私は不平等であると思います。それを一つ答弁をいただきたい。 

 もう一つは…前後しますが…町の執行方針に雇用政策、労働政策が一行もない。これ近

年…入っています。今年だけ抜け落ちている。なぜ抜け落ちるのか。ＳＤＧｓの中も…敢

えて申しませんが、アクションプラン…国が 2020 年出している…その中に…課題の一番

初めに働き方改革です。下川町はＳＤＧｓ…どうするんですか。そこはやっぱりしっかり

捉えなければ、前回質問させていただいた…やっている振り…やっているように見えるＳ

ＤＧになり兼ねないと私は思います。それが二つ目。 

 それで、先ほど言った一番目に該当するんですが、町長には裁量が認められております

…もちろん裁量権ございまして、私は今の理由で町長の裁量の範囲を逸脱していると。私

が根拠といたしますのは、先ほどありました国の通知、それから今の実態、それから自治

法の改正、事務処理、マニュアル、それから法律的専門家の見解を踏まえて申し上げさせ

ていただいております。 

 御存知のとおり、白黒つくというのは…法廷の場でなければ白黒はつきません。ただ、

労働者から訴えられた場合に損害賠償の責任を負う可能性が…私は高いと思います。先ほ

どの根拠だとですよ。17年のものを持ってきて争っても…私はその後は何も言いません。 

 その三点について、まず質問をさせていただきます。 

 

○議長（近藤八郎君） 答弁を求めます。 

町長。 

 

○町長（谷 一之君） 今回の正規職員、非正規職員という課題の中でですね、新たな任

用職員制度を採り入れるわけでありますけれども、国の示し方…制度設計の中での様々な

ものに対して、町としては苦慮しているという話も先ほどいたしました。その一方で、や

はりこれからの時代は公から民という…その取組を移行していかなければならないという

のも実態としてあるわけであります。 

そういう中での行政改革の一環として、町としてもそういう施設作業については民の方

に移行していくということを今考えてございますし、これは相当早い時期から執行方針で

取り組んだ時代もございました。これは出たり出なかったりしたわけでございますけども、

いずれにしてもそのへんいろいろと右往左往しながら政策を作ってきたんではないかと思

っております。 
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いずれにいたしましても、法律に基づいて今…会計年度の運用をしてございまして、自

治体としては規則の中で運用していけるという裁量権もございますので、地域に合った制

度を町として作らせていただいたところでございます。 

それから、国の交付税等での補填も考えられるのではないかとの御指摘でございますけ

れども、これも明確なところがまだ分からないところでありまして、それが実際に補填さ

れるかどうかというのは…これからの推移を見守っていかなければならないんではないか

と思っております。 

それから、執行方針の中に労働政策が記載されてなかったんでないかということですが、

それが事実だとしたら…明記できなかったのはお詫びをしたいと思いますが、いずれにし

ても総合計画の産業振興の中で明確にそのへんはうたわせていただいておりまして、その

政策の中でしっかりと雇用あるいは経済対策をしてまいりたいと、このように考えている

ところでございます。 

それから、三点目は労働者の方から訴えられることも考えられるのではないかという…

そのへんも町としてはしっかりと法律を解釈してですね、そして今回整備をさせていただ

きましたので、問題ないんではないかと考えてございますので御理解いただければと思い

ます。以上です。 

 

○議長（近藤八郎君） 4 番 春日議員。 

 

○4 番（春日隆司君） それでは、移住政策でございます。移住政策に対して答弁書を見

ますと、明確な答えがなかったんではないかと私は思います。 

 それで、この 5年間、移住政策を見てきますと、単に…来てくださいという政策であっ

たと思います。その結果として、やはり非常に…四人に一人は人口が移動しています。八

百何十人移動しています。四人に一人が人口移動したんです…この 5年間で…相当な数字

だと思います。いざ調べてみますと、入ってくるんですが出ていく人が非常に多い…入っ

てすぐ出るとか…3 年以内に出る人が非常に多い。いわゆる表層雪崩…こういう現状が地

域のコミュニティにどういう影響があるのかというところを質問させていただきたいと思

います。 

 それから、定住率が非常に低い。移住政策というのはやっぱり定住率をどう高めるかと

いうのがポイントではないかと思います。 

 それから、産業を支える…農業は外国人の研修生とかあるんですが…産業を支える林業

で働く人たちが非常に少なくなった。これが生産人口が落ちている原因。 

高齢者率が 1％上がったが下川町に住めないので高齢者率が 2％も 3％も上がっていな

いという実態でございます。下川町に住みたくても住めない。 

1点目は先ほど言いましたその話ですね。 

2点目が定住率を高めていただきたい。 

3点目が産業を支える政策。 

4点目が、産業連携会議というのをやっておりますが、これがどう政策に反映されてい

るのかと。入ってきた人たちが起業化する支援機関が必要ではないか…一体的なパッケー

ジですね。 
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それから、転出要因を調べる…何で転出されるかという要因を調べる必要があるのでは

ないか。 

そして、林業が出ていくということは、地殻変動が起きているということだと思います。 

そして…前後しますが…一番大切な下川町の移住政策…単に誰でもではなくて…どうい

う理念を持って…今まで進めたとは…現状からすると言い難い面があろうかと思います。 

今後どういう理念を持って移住政策を…下川町にとってどういう移住を…地域の置かれ

ているコミュニティ、産業界踏まえると、どういう理念を持って移住政策を進めるかとい

うところをお聞かせください。 

 

○議長（近藤八郎君） 町長。 

 

○町長（谷 一之君） この 5年間、非常に社会転出入が激しかったんでないかというお

話でございまして、27 年から令和元年というのはちょうど私が町長に就任した時期でご

ざいますけれども、おかげ様で転出転入の…この 5 か年を比較しますとマイナス 17 だけ

の減少で済んでいると。しかしその前…5 年間というのは実はマイナス 38 人という数字

になってございます。 

そういう意味では、決してこの 5 か年の中で著しく減少したということではなくてです

ね、下川町の状況の中ではこういうような減少がずっと…ここ 15年近く起きてきている

と。そういう中で環境モデル都市、未来都市、そして今のＳＤＧｓということで、減少の

率も少しずつ緩やかに…この 15 年間なってきたというところだと考えておりますので、

御理解いただければと思っております。 

 しかし、その一方で、若い人たちが流入してこなくなると、先ほどの答弁でも申し上げ

ましたけども、やはり社会構造がいびつになってまいります。高齢者ばかりが増えていっ

て、その高齢者を見守る若い人たちが減少してしまうことによって、いろんな疲弊が起き

てくる。あるいはまた商工事業等の継承者がいなくなって、町が衰退してしまうと…いろ

んな事が考えられるわけでありまして、移住政策というのはしっかり考えていかなければ

ならないんではないかと思っております。 

 当然、林業関係というのが下川の基幹産業の大きな業種、業態でございますけれども、

林業も非常に厳しい局面に接しておりまして、そういう意味では町として支えれる支援…

補助ですとか、人材の提供ですとか、あとは情報の提供ですとか、様々なことを考えて、

今後も進めてまいりたいと思っているところでございます。 

 それから、産業連携会議の中で、もう少し様々なデータ分析をしたらいいんでないかと

…これは仰るとおりでございまして、今まで年 1 回程度だったんですが、この回数も少し

増やしてですね、先般も産業連携会議を構成する町を含めた 8 団体が集まりまして、そし

てそのへんの事情等をいろいろとヒアリングをさせていただいたところでございます。ち

ょうどこの3月に中小企業振興基本条例と林業振興基本条例を提案させていただいてござ

いますので、こういうところをしっかりと鑑みながら今後も進めてまいりたいと思ってお

ります。 

 それから、移住政策については、町のブランド力というのが非常に必要になってきてい

ます。今、関係人口という言葉が非常にキーワードで取り沙汰されておりますけども、こ
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の関係人口というのが非常に大事なところでございまして、下川町民の個々の方々との関

わりのある方、あるいはまた事業者と関わりのある方、さらに行政施策の中で関わりのあ

る方、様々な方々の関係人口というのを拡充していく必要があるのではないかと。 

 そういう中で交流人口とかが増加し、そして最終的に魅力を感じて定住移住政策につな

がっていくんではないかと。 

それには、一つは安心できる社会をしっかりつくるということであります。 

それから、利便性のある…そういう公的な整備をしていく。例えばＪＲが無くなりまし

たけども、バスの代替で運用をさせていただいておりまして、こういう公共交通機関…町

内においてはいいともタクシーとかコミュニティバス、こういうところで町民の利便性を

しっかり図っていくと。 

それから、快適度を高めていくということが非常に大事ではないかなと思います。それ

は住民の皆さんの生きがいづくり、それから福祉・福利施策というのをしっかりしていっ

て、住民の方々が安全な暮らしができるということが大事です。 

それと、当然…半分の方々が働いてございますので、産業の状況をしっかり高めていく

と、雇用できる場をつくっていくということが大事なんだろうと思っております。 

いずれにいたしましても、様々な概念を持ちながら総合計画に施策を細かくうたってご

ざいますけれども、それを具現化できるように今後も取組を進めてまいりたいと思ってお

りますので、御理解をいただければと思っています。以上です。 

 

○議長（近藤八郎君） 4 番 春日議員。 

 

○4 番（春日隆司君） 最後の質問になります。まず、任用制度でございます。これ是非

…結論から言いますと…実施に当たって再考していただきたいと思います。 

 先ほど申し上げましたとおり、提示している根拠では持ちこたえられないと思います。 

無理があるというふうに思います。下川の基盤となる働く人たち…しつこいようですけ

ど民間格差といって…法に基づいた上での民間格差だと思います。役場の職員まで民間格

差を云々…と是正していかなきゃいけないこと…それは法を無視する話ですので…何を申

し上げたいか…再考していただきたい…是非。今の規則を見させていただきましたけど、

これでは持ちこたえられないんでないかなと私は思います。持ちこたえる持ちこたえない

は論点の主じゃないんですが、働く人が…先ほどあった…平等に、不平等な取り扱いをし

ない、不合理な取り扱いをされないと、生きがいを持って働いて、それが産業の振興の支

えになるという…ＳＤＧｓの理念ではございませんが、是非再考していただきたいと思い

ます。 

 それから、定住政策でございます。町長が言われました 5年間でマイナス 17…私は 18

で計算してましたけど、5年前は 38。人口の比率を補整してみた場合に…この 5年間…町

長は成果があったと。当然成果がありました…当然です…投資幾らされておりますか。5

年前、定住の投資というのはゼロです…町の政策としての定住政策です。今、定住政策に

何億かけましたか。そういう投資効果の面から…これ外では通用すると思います。下川町

外に言えば「すごいですね」…これ評価される。でも段々分かってこられる方がおられて、

これは地域の中でいろいろすると…これは投資効果として通用しない数値でないかなとい 
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うふうに思います。 

 それから、非常に外部依存が…地方創世の委託品とか計画策定に外部依存が非常に多く

て、地域にノウハウがほとんど蓄積されない。是非、地域にノウハウが蓄積するような推

進体制を整えていただきたいと思います。 

 いろいろ総合計画の中でということで労働関係含めてそのとおりでございます。 

 最後に今の状態を見ると、私だけでなくて…いろいろ…議会からの話もあろうかと思う

んですが、入ってくる人は…単に移住してくださいということで入ってきます、出ていき

ます。 

 それで、先ほど言った町長の…安心してくれる社会が…その人にとってどうかという話

ですね。なかなかなくて出ていく人が多い…地滑り的にですね。そうすると…これは全く

言ってることは同じですねと否定はしませんが…幸せを実感できるというのは、住みたく

ても住めなくて出ていく人、住んでいる人は幸せを実感できていくのかもしれません。実

感できない人は出ていかざるを得ないのかもしれません。不安だとか不満とか…不を解消

するのが行政なんだと思います。そうしますと、住み続けられるまちづくりというのがい

ろんなところで出ているかと思うんですが、やっぱり住み続けられるまちをつくるという

のが必要だし、そこからどういう移住政策を下川町が過去・現在・未来に向けて…移住政

策の理念ですね、そういうものを構築していくということが必要なんではないかと。いろ

いろお話がありましたけど、なかなか理論としてストンと落ちていないのが実態ですが、

是非是非そういうところをみんなで…下川の移住政策の理念を築き上げていければいいか

なと思います。 

 以上 2 点、質問をさせていただきます。 

 

○議長（近藤八郎君） それでは、質問者の持ち時間が過ぎておりますので、最後の答弁

をお願いします。 

町長。 

 

○町長（谷 一之君） 移住関係については、先ほどいろいろと申し上げさせていただき

ました。 

 いずれにしても、下川町をこれから持続可能なまちにしていくためには、様々な施策を

しっかりと完成度の高いものにしていくということが求められていくんではないかなと思

っています。これは当然私の力だけでは足りないものがございますので、職員一丸となっ

て、そしてまた町民の皆さんや議会の皆さんのいろいろな知恵も頂きながら、施策に更に

付加をつけていくことが大事なんだろうと思っています。 

それと町民が一つにならなければ、下川町のまちづくりというのは将来、未来…良くな

りません。最近では外に行って、下川町の批判ばかりをされている方々が少し出てきてい

るということで残念な思いをしております。そういう意味では、そういう方々がもう少し

協力的に、そして下川町の事を理解していただいて、一緒になって発信していける、そう

いうような体制づくりというのも今後していかなければならないんでないかと思っており

ます。 

いずれにしても下川町は 18 の行政区がございますので、行政区の公区長の皆さんにも 
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いろいろと御理解を頂いて、自治組織としてそれぞれ住民の皆さんが自立できる、そうい

うようなまちづくりを今後もしっかり努めてまいりたいなと思っております。 

いずれにいたしましても、幸せを実感できる、そして日本一幸せなまちをつくるんだと

いう大きなスローガンを掲げさせていただいておりますので、その目標に向かって進めて

いきたいと思いますので、御協力をよろしくお願いいたします。以上です。 

 

○議長（近藤八郎君） 質問者の会計年度任用職員の再考ということを端的にお答え願い

たいのと、今までの移住政策に対する投資額…これらの概算額等を端的にお願いします。 

 町長。 

 

○町長（谷 一之君） 数字的なものはちょっと今お示しできませんので、後で担当の方

から議会の方に説明をさせていただきたいと思います。 

 それから、任用職員制度については、私どもはしっかりと解釈をしながら進めてきた関

係がございますので、再考という考え方にはなりませんけれども、確認をしながら進めて

まいりたいと思います。以上です。 

 

○議長（近藤八郎君） よろしいですか…ではもう一回。 

4番 春日議員。 

 

○4 番（春日隆司君） すみません。お許しを頂きましたので発言をさせていただきます。 

町長が好む、好まざるに関わらず、民主主義、地方自治というのは町長が執行する。町

民の代表の議会が最終的な意思決定をする。それに沿って町長は仕事をされる。是非、議

会の意思決定等々を尊重していただき、一体となって行政執行をしていただきたいという

ふうに思います。  

最後、質問ではございませんが、お許しを頂きましてありがとうございます。 

 

○議長（近藤八郎君） これで、春日議員の質問を閉じます。 

 ここで、午後 1時 15分まで休憩といたします。 

 

休 憩  午前１１時４０分 

              

再 開  午後 １時１３分 

 

○議長（近藤八郎君） 休憩を解き、引き続き一般質問を続けます。 

 次に、質問番号4番、7番 小原仁興 議員。 

 

※添付資料⑨ 

※添付資料⑩ 
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〇7番（小原仁興君） 一般質問の前に、コロナウイルスにより影響は日を追うごとに多

岐にわたって広がっております。 

 本町も例外なくコロナウイルスの影響により、卒業式、入学式の季節であるにもかかわ

らず、経済が大きく停滞しているところであり、本日はその懸念を示すため、花を付けて

意思表示をしているところであります。 

 また、併せて、食品ロスの減量化についても、本町の理念に合致しているはずですので、

推進していただければと思います。 

 今回の一般質問では、コロナウイルス対策の影響により文面配布となっておりますが、

私に限らず同僚議員の答弁も含めて、「行政としては今までとスタンスは変わりません」

と宣言しているように映ります。 

本日は質問通告としては 2 点、町政執行方針としもりんドームについて通告しておりま

す。 

1点目、町政執行方針の基本方針の一つ、「積極的な情報開示と町民の理解」について

であります。 

答弁要旨を見ますと、従来どおりの情報開示の種類が列挙されているだけであり、変わ

り映えのない中身ではないかと思うのです。これは答弁とは言えません。何をどのように

重きを置くという具体的なイメージはないのでしょうか。思いがあってこの基本方針にな

っているのだと思うのです。この基本方針の思いと趣旨、そしてこれらをどう伝えていく

のか明確な回答を求めます。 

2 点目の「自ら考え、自律し、提案できる自治体」についての答弁要旨にしても、地域

の課題を捉え、将来像を描き、提案し、まちづくりをすすめること、これは今まで…まさ

かやってこなかった訳ではないはずですし、今までのアプローチとは明らかに違う変化と

言える答弁とは評価できません。トップダウンでもなくボトムアップでもないのなら「自

ら考え、自律し、提案できる自治体」の真意はどのようなものなのか町長の思いも含め答

弁を求めます。 

 3 点目は、平時から防災意識を高めることは必要でありますが、問題はいざという時に

しっかり対応できること、この部分は外すことはできません。いざという時の今までとは

違う防災機能の強化に期待したいと思います。 

そこで「自助・互助・共助」の大切さを積極的に広報するとのことであります。それら

を実現するためには、自分だけが良ければいいではなく、世代を超えてつながっていくこ

とが必要だと考えます。この言葉の号令ではない…何か考えがあってのものなのか町長の

見解を伺います。 

 4 点目は、トラクターのＧＰＳ（自動操舵）についての事ですが、調査が必要とのこと

でありますが、令和元年の第 2回定例会での一般質問の趣旨を全く反映していないという

理解になります。昨年の 6 月にも同様の必要性を言ったつもりでしたが、これから調査と

いうことでありまして、話が進んでいないということだけは分かりました。もう少し配慮

のある答弁を頂きたかったですし、残念です。 

町政執行方針で、町長は本町の基幹産業として農業の振興は極めて重要と仰った。「自

ら考え、自律し、提案できる自治体」そう仰っておられる。各議員がどこに重きを置いて

いるのかは少しは考えていただきたいと指摘しておきたいと思います。話が深まるような
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気がしませんので答弁は結構ですが、私の持ち時間の範囲で農業の現状を少し話したいと

思います。 

昨年の下川の晩秋の天候は覚えているでしょうか。雨が続き、雪が降ると同時にそのま

ま根雪になりました。水田の水抜きもできない異常な天気でありました。酪農家にしても

牧草の一番草の出来不出来で次年度の乳量が決まるとのことを聞いています。この世界も

非常に大変でして、草の量を採るには草を伸ばしてから待つのですが、穂が上がると同時

にたちまち草の水分が抜け落ち、その後の雨風によって強く押されると牧草がドミノのよ

うに倒れてしまう。酪農家も牧草を最高の状態で採草をしようと狙うのですが、なかなか

上手くいかない。そういった似たようなことは、ある程度面積を持っている農家なら誰も

が経験していることです。昨今の気象の影響もあり、大畑にまつわる全ての畑管理は、一

日の失敗が取り返しのつかない失敗に結びつく事態に今はなりつつあります。天気と天気

の間で農作業を無駄なく高精度に処理することは、残るべき担い手農家にとっては必須科

目ともいえるほど必要性が高いものと考えます。大畑で作業する農家の対象者が極めて少

ないことは承知していますが、昨晩寝てしまったからこうなってしまったのだと悔やまれ

る農家が幸せな状態とはいえないとだけ申し添えておきます。 

質問通告が変わります。しもりんドームについてです。 

答弁要旨に「調査結果を基に直ちに具体的な事業を実施する予定はありません。」との

ことであります。これは有効な投資といえるのか、有効な投資なら今後本町でどのように

いきるのか町長の答弁を伺います。 

本調査は、あくまでも有効な土地利用の基本的な考え方について調査を行うものである

…言ってみれば頭の体操としての投資であったと言っているのですが、町民への説明がつ

くものと考えているのでしょうか、答弁を求めます。 

 本年度の成果品については、まだ納品されていないということは答弁要旨を見て理解し

ましたが、当該総合研究所からの成果品の中身は建設水道課がオーダーをして健全なやり

取りをしていれば途中経過の報告は…普通はこちらからも確認し、何度か上がってくるは

ずで、まさか向こうから成果品が出てくるまでこちらは全く承知をしていないといったび

っくり箱方式ではないのではないかと思います。どんな方向性で成果品が出るかぐらいは

発言することができるのではないのでしょうか。本年度末で納品直前でもありますし、あ

るいは質問通告時には成果品は納入されなくても、現在手元に成果品が届いているという

ことも考えられます。例え届いていなくてもおおよその方向性は途中報告でも上がってき

ていると思いますので、今年度の成果品の概要の回答を求めます。 

 また、町政執行方針の基本方針に積極的な情報公開と町民の理解を掲げてございます。

せっかくですので本年度の成果品も含めて、頭の体操を町民にもしてもらった方が良いの

かと思います。完成予想図だけでもホームページでの公開を求めますので、回答を求めま

す。以上です。 

 

○議長（近藤八郎君） 答弁を求めます。 

町長。 

 

○町長（谷 一之君） それぞれ最初にペーパーで回答をさせていただいて…ちょっと重
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複するかもしれませんけれどもお許しいただきたいと思います。 

 まず、情報公開、情報開示の関係でありますけれども、様々なツールを使いながら情報

公開をさせていただいているところでございますが、それぞれの施策や取組、事業の内容

等によっては使い分けをしながら進めているのがこれまでの現状でございます。できるだ

け多くの内容等を深く町民の方々に知らせる…そういう努力はこれまでもしておりますし、

今後もそれに努めてまいりたいと、このように考えております。 

 いずれにいたしましても、多くの町民の人たちが情報を得る、そういう機会をつくるた

めに日頃から町からの発信力を高めていくことが大事だと考えてございますので、御理解

をいただければと思っております。 

 それから 2 点目のトップダウン、あるいはまたボトムアップ…このへんの考え方でござ

いますけれども、これも政治を志す一人としては、当然政治公約を基にしながら行政運営

に努めているわけでございますけれども、しっかりした政治公約を作って、目標を設定し

ながら現在進めているところでございまして、ある意味ではトップダウンという表現にな

るかどうかは分かりませんけれども、大枠はそのような考え方の中で総合計画と整合性を

図りながら進めているものであります。また、予算編成など、行政が直接携わるものに関

しましては、私からも方針を打ち出しまして、そして提起をしているところでございます。 

 さらに、ボトムアップも大変必要な事でございまして、住民の皆さんからの声、そして

また公区からの要望、さらには総合計画などによって…審議委員の皆様によって、様々な

アイデアや意見…そういうものを頂いて、ボトムアップ式に計画を練り上げていくという

方法があると思います。いわゆるケースバイケースでしっかりとそのへんは取り組んでま

いりたいと思っております。 

 それから 3 点目の防災マネージャーに係る防災対策でございますけれども、ちょうど私

が平成 27 年に就任させていただいてから…下川町では防災訓練の経験が非常に少のうご

ざいました。それで、やはり防災訓練の実施の必要性、あるいはまた町民の研修の必要性

があるだろうということで毎年度開催をさせていただいているところでございまして、特

に避難訓練に関しましては、昨今非常に自然災害が多くなっている中で、速やかに住民が

移動できる、避難できる、そういうトレーニングをしてまいりたいと思っております。ま

た、自助、共助、公助、それぞれの役割を担っていただくためにも、特にこの防災マネー

ジャー…4 月から採用するわけでございまして、防災の計画はもとより、訓練や住民の防

災の自治組織等の設立などに向けて、しっかり役割を担っていただければと思っていると

ころでございます。 

 それと、スマート農業は…これは回答は必要ないとは言いましたけど、町としては農業

者の方々にいろいろと聞き取りをしながら、さらに機関としてのＪＡ北はるかの考え方も

取り入れながら、新年度の予算の中でスマート農業の一部事業に着手していきたいという

ことで進めております。今後も更に…あまり行政が行き過ぎた施策を作っても温度差が広

がってまいりますので、しっかりとニーズを捉えながらスマート農業の取組を進めてまい

りたいと思っているところでございます。 

 それから、しもりんドームの関係でございますけれども、今回、調査というかたちで成

果品を今求めて…間もなく納品されるだろうということで考えてございますけども、これ

はあくまでも中心市街地形成のための調査でございまして、様々な内容等を調査しながら、
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将来への設計に結び付く…そういうところに持っていければと思ってございますが、現状

…今の段階は調査でございますので、様々な考え方やあるいはまた現状を把握するという

段階でございますので、御理解いただければと思います。必要であれば、これまでの時系

列を担当の方から少しお話させていただければと思っている次第でございます。 

 いずれにいたしましても、人口減少の非常に厳しい中、将来に向けて、未来に向けてど

ういうような中心市街地のあり方をコンパクトに作り上げていくことができるかどうかと

いうのは、これは総合計画とかＳＤＧｓ未来都市計画、さらには都市計画マスタープラン、

こういうところも整合性を図りながら今後は進めていかなければならないんではないかと

思っておりますので、よろしく御理解のほどお願い申し上げます。それでは若干、時系列

で今回の調査のお話をさせていただきたいと思います。 

 

○議長（近藤八郎君） 小林建設水道課長。 

 

○建設水道課長（小林大生君） それでは、私の方から簡潔に説明をさせていただきます。 

 中心市街地最適居住環境の調査事業につきましては、昨年度、受託業者の方から調査報

告書を頂いておりまして、昨年度の調査報告書におきましては、全国の地方自治体の現状

と将来予測の検討、こういったものがなされておりまして、人口、財政や産業、民生とい

った社会各分野の観点から現状把握と将来予測が行われております。 

 次に、下川町の現状、将来予測、それから今後の都市デザインの方向性について調査分

析がなされております。この調査分析に当たりましては、実際に現地を御確認いただいた

ほか、下川町全域を見てもらって様々な角度から調査を行っていただいたところでござい

ます。 

 次に、今後の中心市街地形成の方向について目指すべき社会像からのアプローチ、最適

居住環境からのアプローチ、多角的な視点から検討を行っていただいたところでございま

す。 

 また、既に稼働していて実績のある国内外の優良事例、こういったものも調査していた

だき、これらも参考としております。 

 これらの経緯を踏まえまして、最終的に大規模町有地の活用について基本的な考え方と

コンセプトの提案を頂いたということでございまして、しもりんドームパーク構想につき

ましては、その一環ということで、基本的な考え方、コンセプトを昨年度は提案をしてい

ただいたというところでございます。 

 今年度につきましては、より具体的なプランニングということでございまして、住宅施

策というかたちで…より住宅施策に特化した内容で現在検討を進めているところでござい

まして、先ほどの小原議員の質問の…打ち合わせをしていないのかという部分につきまし

ては、当然業者からも素案の提案を頂いておりまして、何度もやり取りをしているところ

でございます。ただ、今の時点では、住宅施策により特化した内容という説明をさせてい

ただきたいと思いますが、我々の手続きとして最終的に成果品が納入をされまして、その

後、検定を行いまして、初めて成果品の受領という形になりますので、その後に速やかに

…機会を頂きまして、説明をさせていただければと思っております。 

 情報公開の関係につきましては、今後その部分につきましても検討していきたいという 
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ふうに思います。以上です。 

 

○議長（近藤八郎君） 7 番 小原議員。 

 

〇7番（小原仁興君） 具体的な施策、検討があるという話なんですけど…いや違うんで

すよ、私が聞いているのは本年度の成果というのを言葉で示すことぐらいはできるんじゃ

ないですか…どんな内容なんですかということを伺っているのでございます。 

町政執行方針を掲げる際に「積極的な情報公開と町民の理解」と掲げてると、今まで私

の一般質問においても、情報公開、合意形成…正に一本槍で…今まで一般質問の間もずっ

と質してまいりました。小原が反応することぐらい想像ができたはずでありますし、本町

管内の地方新聞におきましても直ちに反応したわけでございます。しかも町政執行方針で

掲げているのは「基本方針」なのです。改めて基本方針の意味…それを伺いたいと思いま

す。 

次年度の町政執行方針の文言の中に、自助・互助・共助・主体的・自主・生産者・集落

の自立性・民間力を活用・地域自治活動などなど、方向性としては自分たちで解決しまし

ょうというようなメッセージが強く表れていると感じております。「自ら考え、自律し、

提案できる自治体」、これは逆に内側に向かってのメッセージであり、私は今までとはま

た違う状況の変化であると捉えております。ですので、そのようなかたちで質問通告をさ

せてもらいました。しかし、トップダウンでもなく、ボトムアップでもない。私は役場職

員がどう捉えていいか分からないメッセージなら書かない方が良かったのではないかと思

います。今この一般質問のやり取りも、階下の方では通常業務をしながら今もなお働いて

ございます。そのような役場職員に対しても正しいメッセージ、正しい解釈を伝えるべき

であって、正しい方針をしっかり町長の口から伝えるべきと考えます。「自ら考え、自律

し、提案できる自治体」役場職員にも分かるような回答を求めます。 

自助・互助・共助の防災意識の向上の件なんですけど、町長…住民の方、審議会の方に

目を向けてくださって大変評価できるところであります。 

私は先ほど、世代間を超えた補強が必要なのだと指摘させていただきました。秋田県に

は「あきた年の差フレンズ」という住民組織があり、人生の先輩と後輩が手作りの企画を

しながら交流する組織がございます。住み慣れた町で長く楽しく暮らすための「新しい友

達関係」として年会費 1,200 円、毎年 40 名ほどの会員が世代を超えた交流をしており、

「年の差文化祭」や、漬物を学ぶ「ガッコの学校」など精力的に活動しているようです。 

元気な高齢者ほど世代を超えた交友関係が広いこと、このことも大事な要素だといいま

す。「ゆるく無理せず、ほっとかない」とのモットーで動いているこの組織は、本町の理

念と合致するところであり、賛同できるところでありますが、これらを受けての町長の所

見を伺います。 

しもりんドームについてです。 

建設水道課の本年度の成果品…私も先ほど言わせてもらいましたけど、調査結果の資料

開示…実は 2 月 13 日に問い合わせをしてございます。その時点では、本年度の成果品は

まだ納入されてないとの回答でありました。私は事前に同様の…本日聞いているのと同じ

問い合わせを正式ルートでしていたわけでありまして、とりわけ突然の質問をしたわけで
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はございません。今回の質問通告書でも提出順で言えば結果的には私が一番最後だったわ

けですが、通告期限時間内である先週の 11 日、午前 10 時までに提出をしております。本

日まで 5 日間あったわけですが、それまで当該研究所に問い合わせもしなかったようでご

ざいます。成果品はぼんやりとでしか把握してない、若しくは何も承知していないという

理解でよろしいのでしょうか。回答を求めます。 

 基本を言わせてもらいますと、本町の事業の成果は町民の成果でもあります。考え方の

ヒントとしての成果品という趣旨ならば公開すべきで、調査した結果を建設水道課の棚の

奥で温めても、何一つ本町のためには良い作用には働かないものと考えます。本町の調査

として外部へ依頼することは多くあります。しかもその金額は決して小さくはない。だか

らこそ本町に返ってくる成果が有効に機能することが求められることは当たり前のことで

あります。町民の立場に立てば、地方新聞等でしもりんドームが突如報道に出てきて、先

日の井戸ばた会議にも驚きをもって各議員に質問をされたりしましたが、しもりんドーム

構想は平成 30 年度での事業成果だと記憶しております。 

そこで令和元年度のいずれかの時点で、町民の意見を聞くために、審議会での公開や、

意見を募るためのパブリックコメントなど、町民から考え方やヒントになるように促すと

いった成果品の運用はしたのでしょうか、回答を求めます。以上です。 

 

○議長（近藤八郎君） 答弁を求めます。 

町長。 

 

○町長（谷 一之君） 情報の関係でございますけれども、情報というのはいろんなコン

テンツがあるんじゃないかなと思っております。行政が司る中での情報というのは、知識

もありますし、あるいはまたメッセージもありますし、コミュニケーションそのものが情

報であるということもあると思います。こういうものを上手い具合に使い分けてですね、

そして住民の皆さんと共有していくということが大事だと思っておりまして、テクニック

としては小原議員が言うように下川町はまだまだのところがあるかもしれません。それは

限りなくこれからも努力していこうと思っております。しかし、なかなか 100％の情報を

共有していくというのは難しいことでございますけれども、これについては限りなく努力

をするということでお許しを頂きたいと思います。 

 それから、二つ目の防災の関係でありますけれども、議員各位にも是非防災訓練に出席

していただいて、現状を見ていただきたいと思います。これまで私が開催してきた防災訓

練、避難訓練の中で、議員各位が出席したというのは非常に少のうございます。そういう

意味では、現場でその実態を見ていただいて、そしてもう一度評価をしていただきたいと。 

いずれにしても、これは自然災害があった時のシミュレーションですので、完璧なもの

はできませんけれども、それにしても知識として、あるいはまた体で少し体験していただ

いて、これからも御協力を頂ければと思っている次第でございます。それに向けて今回、

防衛省から防災マネージャーを採用するのは、やはり専任としていろんな知識や経験をし

た方が来られますので、この方を中心としてこれから防災計画をもう一度見直し、そして

また避難訓練のあり方、そして防災の体制、さらには自治防災組織の設置の仕方などなど

…いろんなことに取り組んでいただくようにこれから指示をしてまいりたいと思っている 
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ところでございますので、これについても御協力をよろしくお願いいたします。 

 また、秋田県の事例が出ておりました。確かに全国様々なところで地域づくりに向けて

住民運動がされております。ちょうど私も総務省の過疎の委員をやっておりますけども、

今過疎の町というのが全国で 817 ございますけども、それぞれ人口減少の中で苦しんでお

りますけれども、知恵を絞って、そしてアイデアを出して地域づくりに結び付けておりま

す。下川町も例えば…消費者協会は「ばくりっこ」を運営しながら集まって、みんなが楽

しめる場所づくりをしたり、住民との接点をつくったり、さらには女性の方々が「りくら

しネット」という組織をつくりながら地域の地図を作ったり、そういうような活動が現在

されているところでございまして、こういう広がりを少しずつ下川町内で更に進めてまい

りたいと思っておりますし、また、これまで下川町が経験してきたイベント…今までは三

大イベントで「万里長城祭」「うどんまつり」「アイスキャンドルミュージアム」というイ

ベント、これに 7 月のイベントとして「森ジャム」と「チェンソーアート」を付記しまし

て、下川町の四大イベントという…うたい方をさせていただいているところでございます。 

これに入る実行委員の方々というのは、当然住民の方々を中心として組織化し、そして

行政がそれを下支えしていくという…こういう運用の仕方をしております。四季のメリハ

リのある…こういう催事をすることによって、住民の皆さんのふるさとを愛する…そうい

う心情を高めてまいりたいと、このように考えているところでございます。 

 最後に、しもりんドームの話が出ておりましたけども、これはしもりんドームとして調

査をしているわけではなくて、先ほど建設水道課長から言いましたように、現状をしっか

り把握する、将来予測をする、さらに都市デザインやあるいはまた中心市街地形成という

…こういう大きな枠組みでの調査を今させていただいているところでございます。その一

つに、絵として出ましたけど…しもりんドームのような考え方もあるというところで、こ

れの要素としては、例えばですね、積雪寒冷地においては通年をとおして…要するに空間

をどうやって維持していくことができるかという…屋外空間をですね…こういう考え方の

一つにはドームという考え方もおそらくあるであろうという、そういう設定の仕方があっ

たんではないか。あるいはまた集住化ですとか、公共の用地の利用の仕方とか、いろんな

ことを考えるわけでございまして、それの大枠での調査をさせていただいて、今度は具現

化に向けて進めてまいりたいと思っているところでございますので、御理解いただければ

と思っております。 

 

○議長（近藤八郎君） 小林建設水道課長。 

 

○建設水道課長（小林大生君） 中心市街地の最適居住環境の調査につきましては、将来

的には当然…町民検討委員会にお諮りをしてですね、皆さんの意見を聞きながら進めてい

くというのが大前提でございますが、その事前にですね…町民検討委員会を開催する際に、

町としての基本的なコンセプト、考え方、これをお示しするために調査事業を進めている

ものでございまして、当初の青写真が全くないような状況で、まっさらな状態から検討し

ていくという方法もあろうかと思いますが、この中心市街地につきましては、町としての

基本的な考え方をまとめた上で町民検討委員会にそれをたたき台として提出をしたいと、

そういうような意味合いでこの調査事業につきまして進めているものでございます。以上 
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です。 

 

○議長（近藤八郎君） 7 番 小原議員。 

 

〇7番（小原仁興君） 議長、大変申し訳ないんですけど、返答いただいておりません。 

私は町政執行方針の中の基本方針とは何を指すのか、それと階下で今も働いておられる

職員に向けて「自ら考え、自律し、提案できる自治体」これを分かりやすく説明してくれ

と、そういうふうにお願いしました。その部分については全くふれられていない…再答弁

をお願いしたいと思います。 

 

○議長（近藤八郎君） 町長、再答弁をお願いいたします。 

 

○町長（谷 一之君） ちょっとニュアンスが違ったので失礼いたしました。 

 まちづくりの基本方針というのは大きく二つございまして、一つには、住みよい環境を

つくっていく上で、様々な施策の意思決定を図っていくということにあります。それが条

例や規則など、規律のあるものをつくりながら住民の生活を下支えしていくということに

あります。また、もう一つは、やはり創造的な事業づくりをしながら、まちづくりをして

いくということにあるわけでございまして、それが施策に…様々なところに反映していく

んではないかと思っております。 

 そういう中で、基本的な考え方として、この自治運営というのは元々は住民自治でござ

いました。まちづくりはやはり住民活動の中で生まれるのが基本でございまして、それを

行政が下支えをしていくということであります。そこが自助、共助、公助の…いろいろ役

割というのが出てくるんではないかと、そういう考え方の中に…執行方針の中にそれぞれ

基本的な考え方として示させていただいたところでございますので、御理解いただければ

と思っております。以上です。 

 

○議長（近藤八郎君） 7 番 小原議員。 

 

〇7番（小原仁興君） 町長…話ずらしたら駄目ですよ。私は…町長が町政執行方針で三

本柱の一つとして基本方針を掲げた、私は基本方針の意味とは何ですかと聞いています。 

それと「自ら考え、自律し、提案できる自治体」…今の答え…私分かりません。私の頭

でも分かるように説明願います。 

 

○議長（近藤八郎君） 町長。 

 

○町長（谷 一之君） いろんな施策をつくっていく上で、行政だけではなくて住民の知

恵や知識や経験が必要だということである。そういう中で意見を頂きながら提案をしてい

くというのが行政の役割であるということでございまして、そういうことを表現させてい

ただいたものでございますので、よろしくお願いします。 
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○議長（近藤八郎君） 7 番 小原議員。 

 

〇7番（小原仁興君） しもりんドームは私の記憶では平成30年度の商品で…1年もう経つ

んですよ。情報というのは時間が経てば経つほど陳腐していく。ましてや提案としてたた

き台だっていう話なんですから。 

 基本方針に掲げる以上、三本柱の一つ…非常に重たいものだと私は思いますし、町民も

行政は何をしているか分からないが、下川町が破綻しない範囲でやってくれるならどうぞ

御自由にと…白紙委任をしてくれるほど甘くはないですよ。私も含め同僚議員も厳しい町

民の意見に押されながらこの場に立っているんです。町民全てに関わる基本方針でありま

す。この部分は簡単に引ける部分ではございません。しっかりと町長の口から方針の見え

るかたちで町民に示していただき、回答いただければと思います。 

 

○議長（近藤八郎君） 町長。 

 

○町長（谷 一之君） 執行方針で掲げております、総計の着実な推進、そして行財政運

営、さらには積極的な情報公開と住民の理解という、こういう柱を掲げて町政方針を述べ

させていただいたところです。それが先ほど来…いろんなかたちでお話しておりますよう

に、行政だけではこれからの行政運営というのはできないということでございます。住民

の皆さんや議会の皆さんのいろんな知恵を借りながら、しっかりした方針を示して、そし

て計画に基づいた施策を遂行していくということにあるんではないかと思っておりますの

で、御理解いただければと思います。 

 

○議長（近藤八郎君） 小原議員に申し上げます。今までの質問の中で、何点かは答弁漏

れというふうに扱って質問を許しておりますので、今回の一般質問のルールに基づいて、

この後の質問を 3回目といたします。 

7番 小原議員。 

 

〇7番（小原仁興君） もう質問についてはこれで閉じたいと思います。しかし、なぜ…

この議会が開かれた状態で、こうやってやり取りをしているのか、この部分ってやっぱり

町民がしっかりこれを監視しながら、これから町政はどうなっていくのか、そういうのを

推し量っていただくための場だと私は考えますよ。私たちが聞いている質問に対して真摯

にこれからも答えていただきたいと、そう要請して私の質問は終わります。 

 

○議長（近藤八郎君） 町長。 

 

○町長（谷 一之君） 小原議員といろんな議論を今させていただきましたけれども、も

しこの町政執行方針の中でもっと詳しいことが知りたいというならば、どうぞ私と意見交

換の場をつくっていただければと思います。ここでは時間の限りがございますので、そう

いう中で一つ一つ理解を深めていくというのが正しく情報開示の世界ではないかと思って

おりますので、遠慮しないでどうぞお寄せいただければと思っておりますので、よろしく
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お願いいたします。以上です。 

 

○議長（近藤八郎君） これで小原議員の質問を閉じます。 

以上で一般質問を終わります。 

 

○議長（近藤八郎君） 日程第 2 議案第 8 号「令和元年度下川町一般会計補正予算（第

6 号）」を議題といたします。 

本案については、総務産業常任委員会に付託してありましたので、委員長の報告を求め

ます。 

 大西 功 総務産業常任委員長。 

 

○総務産業常任委員長（大西 功君） 議案第 8 号 令和元年度下川町一般会計補正予算

（第 6号）について、委員会における審査の経過と結果について報告します。 

 審査に当たり、総務課長などから、概要書、事項別明細書により補正予算の概要説明を

受けました。 

 地方債の残額は、過疎対策ソフト 1 億 4,750 万円の申請に対し、配当額 1 億 390 万円と

なり、4,360 万円が減額になったものであります。 

 菓子製造事業の中止に伴い、交付金の返還や起債の償還は、今回の補正予算で清算され

ることとなる。 

 土壌改良委託費から修繕費に流用して、指定管理者に貸与しているホイールローダーを

修繕したとのことだが、その修繕箇所は硫化水素などの付着によりアーム部分がサビなど

で腐食し損壊。作業終了後に洗浄作業をしっかり行っていれば、このような事態を招かな

かったことも考えられ、機械管理が十分に行われているのか疑問が残る。町は指定管理者

と仕様書を交わしているようだが、貸与する車両などの管理監督を適切に実施すべきであ

る。 

 除雪費について、民間に委託する際にコスト削減できることを目的に始めたはずだが、

現状ではコストが上がっており、当初の民間委託の考えと異なっている。当町では、除雪

実績に応じて委託費を支払うようだが、他市町村ではオペレーターを確保するなどを目的

に待機費を支出するケースもある。 

 そこで、委員会として次の意見を付すものであります。 

「除雪費の予算計上の考え方について、降雪が少なくなると見込まれるこの時期に補正

することは、町民目線では理解されにくい。当初または 12 月定例会において予算計上す

るなど、適切な運用を図るべきである。」 

 以上、当委員会の審査の結果、原案どおり可決すべきものと決したところであります。 

議員各位の御協賛をお願い申し上げ、審議の経過と結果について報告とします。 

 

○議長（近藤八郎君） ただいま報告がありましたが、これから質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（近藤八郎君） 質疑なしと認めます。 

 これから討論に入ります。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

 

（な し） 

 

○議長（近藤八郎君） ないようですので、次に原案に賛成者の発言を許します。 

 7 番 小原議員。 

 

〇7 番（小原仁興君） 私は賛成の立場から討論意見を述べたいと思います。 

議案第 8号 下川町一般会計補正予算（第 6 号）は、事務事業確定及び見込みによるも

の、緊急を要するものとして計上されたものでございます。 

 その中でも総務費及び公債費の提案項目の中に、菓子製造事業計画中止に伴う補正予算

が含まれており、遡ると議会は減額貸付けの審議において可決とし、この事業における方

向性を決定しました。 

しかし、事業は前には進まず、令和元年第 3 回定例会、第 4回定例会の一般質問におい

て、菓子製造事業にふれる質問をしながら、菓子製造の方向性、その後の対処などを質す

こととなりました。 

 私に限らず同僚議員もあらゆる場を通じて質問を重ねており、その際、理事者側から引

き出された前向きな発言がその後の審議や議決の担保となり可決、決定がされたわけであ

ります。行政はその結果を足掛かりに実現に向けて邁進することが求められたのでありま

す。 

 今回の菓子製造施設事業は、求めた結果の発現が見られないかたちとなってしまいまし

た。このことは議員各位におかれましても、難しい判断を乗り越えながら…主張が割れな

がらも結論を導き出したのでありまして、議会として決断したにも関わらず行政が実行で

きなかったということばかりではなく、町民が議会の議決によって菓子製造施設が出来る

ものと期待されたことすら実現できなかったことは痛恨の極みであり、議会としてもこの

ようなことを看過してはならないものと、議会の意思を持って「谷一之町長の信頼回復を

求める決議」との発議を全会一致で採択をして、議会としての立場を明確に示しました。 

 町長はその結果を受け止め、令和 2 年第 1回定例会の町政執行方針で、三本柱の基本方

針の一つとして、積極的な情報公開と町民の理解という言葉から、議会の意思を包含され

たのではないかと理解しております。 

 本補正予算では、菓子製造事業の区切りとして、本年度予算内で決着させること、この

ことは一定の意味があることだと考えます。また、併せて、本補正予算は必要性の高い費

目が上程されており、可決することが適当であると認められます。 

 議員各位の御理解と協賛を頂きながら、この審議案に賛同していただきますようお願い

申し上げ、賛成討論といたします。 

 

○議長（近藤八郎君） ほかに討論ありませんか。 
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（な し） 

 

○議長（近藤八郎君）  討論なしと認めます。 

 これから、議案第 8 号を採決します。 

 本案に対する委員長の報告は、可決です。 

議案第 8号は、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

 

（賛成者起立） 

 

○議長（近藤八郎君） 起立多数です。 

 したがって、議案第 8 号は、委員長の報告のとおり可決されました。 

 

○議長（近藤八郎君） 以上をもちまして、本日の日程は終了しました。 

 お諮りします。 

 委員会における議案審査のため、3月 19 日、午後 3時まで休会にしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 

○議長（近藤八郎君） 異議なしと認め、3月 19 日、午後 3時まで休会することに決定い

たしました。 

 本日は、これをもって散会とします。御苦労さまでした。 

 

午後２時１分 散会 

 

 

 

 


